
はじめに
成人の喫煙率は徐々に低下し、2006年国民健

康・栄養調査では、男性 39.9％、女性 10.0％と
男性でようやく 4割を下回った段階である 1）。し

かし、喫煙者の年齢層別比率で最も高いのは、
男女とも 30歳代で、男性 54.4％、女性 19.4％、
次に高い年齢層は、男女とも 20歳代で男性
48.9％、女性 18.9％となり、今後を担う世代で
ある若い年齢層では逆に増加傾向にある 1）。
一方、医療従事者の喫煙率は、2008年第 3回

日本医師会員調査によると、医師（3,561名）は、
男性 15.0％、女性 4.6％となり、2004年の第 2回
調査（男性 21.5％、女性 5.4％）から男性医師で
かなり減少してきている 2, 3）。しかし、口腔保健
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【目的】 喫煙行動は心理的依存と身体的依存からなるが、心理的依存は、加濃式社会的ニコチン依存
度調査票（KTSND、10問 30点満点）により評価が可能である。そこで、本研究では、敷地内禁煙を実
施時に歯科医療系学部と薬学部学生に対して喫煙状況、KTSNDとの関連、学部間、男女差、敷地内禁
煙に対する姿勢等を検討した。

【対象と方法】 対象は、愛知学院大学の歯学部、歯科衛生学科、歯科技工専門学校および薬学部学生
1,784名（18～ 50歳、20.6± 2.7歳）である。調査は、KTSNDを含めた質問紙調査票により行った。

【結果】 喫煙状況は、非喫煙者 1,558名（87.3％）、前喫煙者 61名（3.4％）、喫煙者 165名（9.2％）であ
った。学部別の喫煙率は、短期大学部歯科衛生学科（2.3％）、薬学部（5.9％）、歯学部（12.5％）、歯科
技工専門学校（41.1％）の順に高くなった。男女別の喫煙率は、男子学生で高く、学年別分布では、
学年が上がるにつれて高くなる傾向にあった。また、家族・同居者の喫煙（受動喫煙）のあるものは、
649名（36.4％）であった。全体のKTSND得点は、11.4± 6.1となった。喫煙状況別では、非喫煙者
10.6± 5.8、前喫煙者 14.9± 5.8、喫煙者 16.9± 6.0で、前喫煙者や喫煙者は、非喫煙者に比べ高くなっ
た（P＜ 0.01）。受動喫煙の有無別のKTSND得点は、受動喫煙なし群 10.9± 6.1、受動喫煙あり群
11.8± 6.0で、受動喫煙あり群で高くなった（P＜ 0.01）。男女別のKTSND得点は、男子 12.7± 6.5、女
子 10.1± 5.4と男子が高くなった（P＜ 0.01）。敷地内禁煙の受け入れ態度別のKTSND得点は、受け入
れない群のほうが、積極的に受け入れる群に比べ高く、喫煙本数が多かった（P＜ 0.01）。

【結論】 本学学生の喫煙率は、従来の学生の報告に比べ低かった。KTSND得点は、喫煙状況や受動
喫煙、性別、敷地内禁煙に対する態度等と関連していた。今後、敷地内禁煙の意義について、学生に
引き続き教育、啓発していくことが必要である。

キーワード：歯科医療系学部学生、薬学部学生、喫煙、加濃式社会的ニコチン依存度（KTSND）、敷地内禁煙
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にかかわる歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士
および薬剤師に関する大規模な調査報告はみら
れない。歯科医療従事者の喫煙率は、歯科医師
（545名）で、男性 28.7％、女性 1.6％ 4）、日本歯
周病学会評議員（145名）で、女性 8名には喫煙
者はなく、男性 13.0％ 5）、日本口腔外科学会会
員（419名）で、男性 11.0％、女性 7.5％ 6）と報告
されているにすぎない。さらに、歯学部、歯科
衛生学科や薬学部の学生に関する調査は、散見
される程度である 7 ～ 13）。すなわち、今までの報
告では、歯科大学 1～ 6年生 580名の喫煙率
32.9％ 7）、歯学部 3年生と 5年生 149名中の喫煙
率 19.4％ 8）、歯学部 5年生 104名中の喫煙率
44.2％ 9）、歯学部4年生130名中の喫煙率26.2％ 10）、
歯科衛生学科 2年生 117名中の喫煙率 17.1％ 11）、
歯科衛生学科 2年生 154名中の喫煙率 14.3％ 12）、
薬学部3年生154名中の喫煙率6.5％ 12）と報告され
ている。2006年度厚生労働省研究班の調査では、
保健医療系の学生、すなわち、医学部 19校、歯
学部 8校、看護学部 28校、栄養学部 13校の 4年
生学生を対象にアンケートを実施し、計 6,312名
（医学部 1,590名、歯学部 677名、看護学部 2,545

名、栄養学部 1,500名）からの回答を集計してい
る。その結果、栄養学部 27％に比べ、看護学部
32％、医学部 36％と高く、さらに歯学部学生で
は、男子 62％、女子 35％と最も高いことが報告
されている 14）。
社会的ニコチン依存は、加濃・吉井らにより、

「喫煙を美化、正当化、合理化し、またその害を
否定することにより、文化性を持つ嗜好として
社会に根付いた行為と認知する心理状態」15）と
提唱されている概念である。その社会的ニコチ
ン依存度を評価する簡易質問票として、加濃式
社会的ニコチン依存度調査票（Kano Test for

Social Nicotine Dependence：KTSND,Version 2,

表1の問 10）15, 16）が考案された。KTSNDの信頼
性・妥当性については、労働者 666名のデータ
を用いた検討結果が報告されている 17）。KTSND

は、単に喫煙者だけでなく、非喫煙者、前喫煙
者、さらに子供たちまで評価することができ、
これまでに種々の対象 10, 15 ～ 27）での報告があるも
のの、歯科医療系学部と薬学部の学生を対象と
した報告はない。
愛知学院大学 9学部の中で、歯科医療系の学

生を養成する歯学部、短期大学部歯科衛生学科、
歯科技工専門学校と薬学部が所属する楠元学舎
において 2008年 4月 1日より敷地内禁煙を開始
した。本研究では、その実施時の学生の喫煙状
況、家族や同居者の喫煙歴（受動喫煙の有無）と

KTSNDを用いた社会的ニコチン依存度を把握す
るために自記式記名質問紙調査（喫煙に関する
アンケート調査票、表1）を行い、その概要を検
討した。

1．対象と方法
対象は、歯科医療系学部と薬学部学生 1,853名

（20.6± 1.7歳、男子 920名、女子 933名、歯学部
797名、薬学部 678名、短期大学部歯科衛生学科
321名、歯科技工専門学校 57名）で、同学舎の
2008年4月からの敷地内禁煙実施時に質問紙調査
を行った。調査項目は、喫煙状況（喫煙者には禁
煙歴、禁煙ステージ、禁煙支援の希望）、家族や
同居者の喫煙歴、喫煙関連疾患の認知度、禁煙支
援等への関わり、敷地内禁煙実施の賛否、
KTSNDに基づいた社会的ニコチン依存度である。
KTSNDは、4件法による10問の設問（表1）から
なり、各設問を 0点から 3点に点数化し、表1の
問 10（1）のみ左から 0、1、2、3点、問 10（2）か
ら（10）までが左から 3、2、1、0点、合計 30点
満点で 9点以下が規準範囲である。なお、本研
究は、愛知学院大学歯学部ヒト細胞組織遺伝子
疫学情報倫理委員会（承認番号 35）の承認を得て
行った。
統計解析は、喫煙状況や性別、受動喫煙の有

無などの 2群間の比較にはMann-WhitneyのU検
定、喫煙状況別や学部別のKTSND得点の比較
にはKruskal-Wallis検定を用いた（SPSS 15.0J for

Windows）。いずれもP＜ 0.05を有意差ありと判
定した。

2．結果
喫煙に関するアンケート調査票は、1,853名中、

1,849名から回収（回収率 99.8％）し、その内訳
は、歯学部 797名（回収率 100％）、薬学部 674名
（回収率 99.4％）、短期大学部歯科衛生学科 321

名（回収率 100％）、歯科技工専門学校 57名（回
収率 100％）であった。その中で、喫煙歴と
KTSNDに記入漏れのない 1,784名（20.6± 2.7歳、
96.3％、男性 885名、女性 899名）のデータを解
析した。

1）対象者の属性（表2、3）
喫煙状況は、非喫煙者 1,558名（87.3％）、前

喫煙者 61名（3.4％）、喫煙者 165名（9.2％）であ
った。学部別の喫煙率は、短期大学部歯科衛生
学科（2.3％）、薬学部（5.9％）、歯学部（12.5％）、
歯科技工専門学校（41.1％）の順に高くなった。
男女別の喫煙率は、男子学生で高く、学年別分
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表1 調査に用いた喫煙に関する調査票
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問10は、各設問を0点から3点に点数化し、30点満点で9点以下が正常範囲である。
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表2 対象者の属性、喫煙状況および喫煙関連疾患の認知数

学生1,849名中の有効回答1,784名の内訳、喫煙状況および喫煙関連疾患の認知数である。
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表3 喫煙者の学年別分布と喫煙率

*歯科技工専門学校は、専修科1年生・2年生、本科1年生・2年生を、それぞれ、1年生・2年
生・3年生・4年生とした。

学年が上がるにつれて高くなる傾向にあった。



布では学年が上がるにつれて高くなる傾向にあ
った。
非喫煙者を、一度も吸ったことがない「喫煙

未経験者」と、試しに吸ってすぐやめた「試し喫
煙経験者」、喫煙者を、ときどき吸う「時々喫煙
者」と、毎日吸う「毎日喫煙者」に分け 5群でみ
ると、喫煙未経験者 1.477名（82.8％）、試し喫
煙経験者 81名（4.5％）、前喫煙者 61名（3.4％）、
時々喫煙者 39名（2.2％）、毎日喫煙者 126名
（7.1％）となった。家族・同居者の喫煙（受動喫
煙）のあるものは、回答者 1 ,600名中 649名
（36.4％）であった。
喫煙者のうち禁煙経験者は、回答者 154名中

97名（58.8％）であった。また、喫煙者の禁煙ス
テージは、回答者 160名で、無関心期 37名、前
熟考期 68名、熟考期 32名、準備期 23名となっ
た。禁煙サポートシステムや薬剤の認知数と認
知率は、禁煙外来 88名（53.3％）、保険による禁
煙治療 52名（31.5％）、インターネットや携帯メ
ールを用いたサポートシステム 19名（11.5％）、
ニコチンガム 159名（96.4％）、ニコチンパッチ
132名（80.0％）であった。
喫煙関連疾患の認知数は、10疾患中、平均約

5疾患（4.9± 2.3）で、認知疾患として、肺癌
（90.9％）が最も高く、ついで、妊娠時合併症
（73.6％）、歯周病（65.0％）、喘息（52.6％）の順
となった。学部別では、歯学部が他の学部に比
べ、やや高かった（5.4± 2.4、P＜ 0.01）。受動
喫煙の害は、1,744名（98.9％）が認知していた。

2）対象者のKTSND得点（表4）
喫煙状況別の K T S N D 得点は、非喫煙者

10.6± 5.8、前喫煙者 14.9± 5.9、喫煙者 16.9±
5.9で、非喫煙者、前喫煙者、喫煙者の順に高く
なった（P ＜ 0 . 0 1）。また、 5 群でみると、
KTSND得点は、喫煙未経験者 10.5± 5.8、試し
喫煙経験者 12.9± 5.8、前喫煙者 14.9± 5.9、
時々喫煙者 14.2± 5.8、毎日喫煙者 17.8± 5.7で、
喫煙未経験者、試し喫煙経験者、時々喫煙者、
前喫煙者、毎日喫煙者の順に高くなった（P＜
0.01）。学部別のKTSND得点は、他の学部に比
べ、短期大学部歯科衛生学科で低く（P＜ 0.01）、
学部別の喫煙状況別KTSND得点は、全体とほ
ぼ同じ傾向であった。
男女別のKTSND得点は、男子 12.7± 6.5、女

子 10.1± 5.4と女子が低く（P＜ 0.01）、学部別で
も同じ傾向になった。非喫煙学生だけで男女別
のKTSND得点をみると、同じ傾向になったが、
差異が小さくなり、歯学部と歯科技工専門学校

での有意な男女差はみられなくなった。
家族や同居者の喫煙（受動喫煙）の有無別の

KTSND得点は、受動喫煙なし群 10.9± 6.1、受
動喫煙あり群 11.8± 6.0とわずかな差異である
が、受動喫煙なし群で低くなった（P＜ 0.01）。
学部別では、受動喫煙の有無別で歯学部だけ有
意な差異を認めた（P＜ 0.01）。また、非喫煙学
生だけで受動喫煙の有無別KTSND得点をみる
と、有意ではあるがわずかな差異（P＜ 0.05）と
なり、学部別では、歯学部と歯科技工専門学校
で有意な差異となった（P＜ 0.01、P＜ 0.05）。

3）喫煙者の禁煙ステージ、敷地内禁煙に対する
態度に対するKTSND得点、喫煙本数および喫
煙年数（表5）
禁煙経験の有無別に、KTSND得点、喫煙本数

および喫煙年数を比較したが、有意な差異はな
かった。しかし、禁煙ステージ別では、準備期
には、KTSND得点が低く（P＜ 0.01）、喫煙本数
が少なく（P＜ 0.05）、かつ喫煙年数も短くなっ
た（P＜ 0.01）。禁煙サポート提供の希望別では、
喫煙を続けるので提供を受けない群に比べ、提
供を受けたい群のほうが喫煙本数は少なかった
（P＜ 0.01）。敷地内禁煙の受け入れ態度別では、
仕方ないので受け入れる群や受け入れられない
ので大学をやめる群に比べ、積極的に受け入れ
る群のほうがKTSND得点が低く、喫煙本数が
少なかった（P＜ 0.01）。また、敷地内禁煙に対
する賛否別では、大反対である群に比べ、大賛
成、賛成群のほうがKTSND得点が低くなった
（P＜ 0.01）。
敷地内禁煙の違反者に対する態度別では、気

になるが注意しない群や気にならない群に比べ、
注意してやめさせる群や注意してやめさせたい
ができない群のほうがKTSND得点が低く、喫
煙本数が少なかった（P＜ 0.01）。禁煙支援への
関わりに対する態度別では、有意な差異はみら
れなかった。

3．考察
前述のように、2006年度厚生労働省研究班の

調査では、保健医療系の学生の中で、歯学部学
生 677名の喫煙率は、男子 62％、女子 35％と最
も高いことが報告されている 14）。また、歯学部と
歯科衛生学科学生の喫煙率に関するいままでの
調査では、歯科大学 1～ 6年生 580名中 32.9％ 7）、
歯学部3年生と5年生149名中19.4％ 8）、歯学部 5

年生 104名中 44.2％ 9）、歯学部 4年生 130名中
26.2％ 10）、歯科衛生学科 2年生 117名中 17.1％ 11）、
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表4 対象者の加濃式社会的ニコチン依存度

喫煙状況別のKTSND得点は、非喫煙者、前喫煙者、喫煙者の順に高くなった。
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表5 喫煙者の禁煙ステージ、敷地内禁煙に対する態度と加濃式社会的ニコチン依存度、喫煙
本数および喫煙年数

喫煙者の禁煙ステージや敷地内禁煙に対する態度が、KTSND得点や喫煙本数に関連していた。



歯科衛生学科 2年生 154名中 14.3％ 12）、薬学部 3

年生 154名中 6.5％ 13）と報告されている。しかし、
歯科技工専門学校学生に関する調査報告はみら
れない。本学の喫煙率は、歯学部 7 6 7名中
12.6％、薬学部 656名中 5.9％、短期大学部歯科
衛生学科 305名中 2.3％、歯科技工専門学校 56

名中 41.1％と、歯科技工専門学校が高く、全体
では 1,784名中 9.2％となった。従来の歯学部や
歯科衛生学科学生の報告と比較すると、かなり
低い喫煙率となった。しかし、本調査は、各個
人の継続的な調査を行うために、自記式記名で
調査を行ったことから、喫煙率がやや低くでて
いる可能性がある。
大和らの調査によると、敷地内禁煙の 2008年

6月時点での現状は、歯学部 29校中 11校（導入
決定 3校含む、37.9％）、歯学部附属病院 29施
設中 18施設（導入決定 2施設含む、62.1％）と
医学部やその附属病院に比べ敷地内禁煙達成率
の低い現状が報告されている 28）。本学では、9

学部の中で、歯科医療系の学生を養成する歯学
部、短期大学部歯科衛生学科、歯科技工専門学
校と薬学部が所属する楠元学舎において 2008年
4月 1日より敷地内禁煙を開始した。楠元学舎
の敷地内禁煙の実施は、タバコのない大学
（Tobacco-Free School）において禁煙支援に関わ
り、今後の歯科医療の将来を担う人材育成のた
め、学長、学部長、学科長および校長のトップ
ダウンでの決定となり、急遽、「脱タバコ対策
委員会」が立ち上げられた。その際、喫煙に関
する現状把握と意見聴取のため、アンケート調
査を行った結果である。実施後は、懸念された
隠れ喫煙や敷地外喫煙（校門付近での路上喫煙）、
ポイ捨てが激増し、周囲住民の苦情が絶えず、
数日後には体育館トイレでのぼや等が発生し
た。職場禁煙化による従業員の喫煙状況への影
響に関する 26研究のメタアナリシスでは、職場
禁煙化は、非喫煙者が受動喫煙のリスクから回
避できるだけでなく、喫煙者の禁煙にもつなが
ることが呈示されている 29）。また、中島らは、
医科大学敷地内禁煙化の実施による医学生の喫
煙率や喫煙についての意識の変化について、敷
地内全面禁煙化をはさんで 7年間の前向き調査
を実施している 30）。その結果、全学生の喫煙率
は、敷地内禁煙実施前と比較すると、実施後は、
禁煙希望者も増加し、喫煙率は低下していると
報告している。したがって、本学でも、今後ア
ンケート調査を継続していく予定である。

KTSNDは、単に喫煙者だけでなく、非喫煙者、
前喫煙者、さらに子供たちまで評価することが

でき、これまでに種々の対象 10, 15 ～ 27）での報告が
あるものの、薬学部や歯科技工専門学校学生を
対象とした報告はない。これまでの成人に対す
るKTSNDの研究から、KTSND得点は、非喫煙
者、前喫煙者、喫煙者の順に高くなり、非喫煙
者では10～13点台、前喫煙者では12～16点台、
喫煙者では16～18点台と報告されている 10, 15～ 27）。
本研究の対象者である歯学部学生の非喫煙者、
前喫煙者、喫煙者のKTSND得点は、従来の報
告と同じ傾向を示し、平均得点もほぼ一致して
いた。また、非喫煙者を、喫煙未経験者と試し
喫煙経験者に分けて検討したところ、喫煙未経
験者に比べ、試し喫煙経験者で有意に高い
KTSND得点となったことから、試し喫煙経験者
では、タバコに対する意識が肯定的であること
が示唆された。
女子大学生の非喫煙者で受動喫煙のある者の

中では、親、兄弟などの家族がタバコを吸う群
より、友人（P＜ 0.001）、恋人（P＜ 0.01）が喫煙
する群のほうがKTSND得点が有意に高く、身
近な自分が好ましいと思う相手の行動や考え方
に影響を受けることが指摘されている 18, 20）。本
研究でも、受動喫煙のある者のほうが、全体や
非喫煙者だけにおいてもKTSND得点がやや高
くなった。男女差では、一般的に、男性が高い
傾向にある 10）が、本研究でも、全体や非喫煙者
だけにおいても同様の結果となった。

4．結論
敷地内禁煙実施時に、喫煙に関するアンケー

ト調査を学生に行い、喫煙歴とKTSNDに記入
漏れのない 1,784名のデータを解析した。
①　喫煙者は、165名（9.2％）で、学部別の喫
煙率は、短期大学部歯科衛生学科（2.3％）、
薬学部（5.9％）、歯学部（12.5％）、歯科技工
専門学校（41.1％）の順に高くなった。男女
別の喫煙率は、男子学生で高く、学年別分布
では、学年が上がるにつれて高くなる傾向に
あった。

②　喫煙状況別の KTSND得点は、非喫煙者
10.6± 5.8、前喫煙者 14.9± 5.9、喫煙者
16.9± 5.9で、非喫煙者、前喫煙者、喫煙者
の順に高くなった。学部別のKTSND得点は、
他の学部に比べ、短期大学部歯科衛生学科で
低くなった。

③　敷地内禁煙の受け入れ態度別では、仕方な
いので受け入れる群や受け入れられないので
大学をやめる群に比べ、積極的に受け入れる
群のほうがKTSND得点が低く、喫煙本数が
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少なかった。また、敷地内禁煙に対する賛否
別では、大反対である群に比べ、大賛成、賛
成群のほうがKTSND得点が低くなった。
今後、学生に対して、繰り返し脱タバコに関

する啓発、禁煙支援を継続することが重要と思
われた。
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Smoking status and social nicotine dependence among undergraduates in the schools of
Dentistry, Dental Hygiene, Dental Technology and Pharmacy.

Koji Inagaki1, 2, 7, Tomoharu Saito1, Masami Mukai1, Yukio Matsui2, Masahiko Iwata2, Yasumi Hane2,
Toshihide Noguchi2, Seiji Hariyama3, Koji Nishio3, Jun Watanabe3, Takuma Sasaki3, Yoji Ohike4, Hajime
Hanamura 2, 4, Kazumi Ohtake5, Tatsuro Koide6

Objectives
Smoking behavior persists due to both psychological and physical dependence. Psychological nicotine depend-

ence can be assessed with the “the Kano Test for Social Nicotine Dependence（KTSND）”questionnaire which
is composed of ten questions with a total score of 30. This study aimed to establish the differences between
department, gender, smoking status, relationship with smokers and KTSND scores, compliance and support for a
tobacco-free campus in a sample of dental and pharmacy students.

Materials and Methods
A sample of 1,784 undergraduates in the schools of Dentistry, Dental Hygiene, Dental Technology and

Pharmacy at the Aichi-Gakuin University, aged 18 to 50 years（20.6± 2.7years）, was used. Each was assessed
with a questionnaire, including the KTSND.

Results
The sample included 1,558 non-smokers（87.3％）, 61 ex-smokers（3.4％）, and 165 smokers（9.2％）.

Smoking rate in male students was higher than that in female students, and the rates among all students tended to
increase as the school year progressed. Six hundred and forty-nine students（36.4％）inhaled second-hand
smoke at home. The total KTSND score was 11.4± 6.1 in this sample. According to smoking status, the
KTSND scores were 10.6± 5.8 in non-smokers, 14.9± 5.9 in ex-smokers, and 16.9± 5.9 in smokers.
Smokers’and ex-smokers’KTSND scores were significantly higher than those in non-smokers（P＜ 0.01）.
Those who received second-hand smoke at home showed higher KTSND scores than their counterparts（11.8±
6.0；10.9± 6.1, P＜ 0.01）. Male students demonstrated higher KTSND scores than female students（12.7±
6.5； 10.1± 5.4, P＜ 0.01）. Smokers who did not agree with a tobacco-free campus, showed higher KTSND
scores and increased tobacco consumption than their counterparts（P＜ 0.01）.

Conclusion
The prevalence of smoking was lower among undergraduates than those in the previous reports. The total

KTSND score was associated with smoking status, relationship with smokers, gender and attitude to a tobacco-
free campus. Increased efforts are necessary to communicate to students about the significance of a tobacco-free
campus.

Key words
dental students, pharmacy students, smoking, Kano Test for Social Nicotine Dependence（KTSND）, tobacco-
free campus
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